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高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
の
推
進

昭
和
五
十
三
年
度
文
部
省
所
管
予
算
に
つ
い
て

特
集
瓢
詔
和
五
十
三
年
度
文
教
行
政
の
展
望

カ
ッ
ト
赤
羽
根
秀
一

高
村
象
平

山
本
研

三
年
度
文
教
予
算
：
•
o
.
o
.
,
。
…
…
…
…
：
：
黒
羽

文
教
厖
策
樹
立
の
た
め
の
調
査
゜
研
究
・
・
・
…
…
…
…
；
…
…
…
：
岡
本

――
 ！ー 誤

有
彦 微

又
止
冑
＇
、
社
．
f
,
し
ー
i
i
i
i

:
3

含
ふ5f
茎3忍
a
祠
ヽ
蒻
[
『
g
|
i
-
i
.
g
i
t
：
る
も
さ
s
-
i

-
:
•
1
-
I
I
l
9号
目
i

l
l
:
:
l

i
ー
：
g
『

3
忍
国

4
9、

lマv
.迫
-
Aそ
―
]
i
i-
Iヒ
届
ざ
g
百
負
急
恙

l

i

I

急
遵

体
育
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

学
校
保
健
、
学
校
給
食
の
充
実
…
•
9
.... o．し
．．．．．．．．．．．．．．． 
：
北
橋

私
学
の
振
興
：
・
・
・
o
....... c

•…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
。
。
·
:
·
:
·
:
;

... 
。゚．．．． 
。．．．．． 
塩
津

文
部
省
行
政
組
織
の
整
備
と
税
制
改
正
・
・
・
＇
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
大
崎

田
藁
弘

昌
裕 浩

4
3

充
夫
澄

宮

地

貫

昭
亮

95 92 

昭
和
五
十
三
年
四
月

第
―
ニ
―
一
号

90 80 74 69 62 55 49 33 22 19 1 ]. 4
 



地
方
芸
術
文
化
の
振
興

芸
術
文
化
の
振
興

-=-―-i-l-
―i_-l
―――――-==-=-==-―昭和五十三

文

化

庁

尉

停

の

昭

和

五

十

三

p

三

三

四

億

五

六

四

万

言
〇
0
0円
で
、
こ
，
謬
は
昭
和
瓦
十
二
年
度
当
初
予
算
額
二
七
八
億

六
、
八
ニ
―
万
五
、

0
0
0
円
に
比
べ
て
、
豆
汽
億
三
、
七
四
二
万

八、

0
0
0円
（
一
九
。
九
包

芸
術
文
化
活
動
費
袖
助
の
充
実
、

地
方
文
化
加
餃
整
備
費
補
助
の
拡
充

補
助
の
増
額
等
、
そ
の
繋
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
立
の
文
化
施
設
の
整
俯
に
つ
い
て
は
、
国
立
演
芸
資
料
館
（
仮

称
）
を
昭
和
五
十
三
年
度
中
に
完
成
し
、
開
誼
の
運
び
と
す
る
と
と
も

に
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
の
建
設
工
事
を
進
め
る
ほ
か
、

第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
、
国
立
文
楽
劇
場
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
基
本
設
計
準
備
等
を
行
う
の
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
国
立
能
楽
堂
（
仮
称
）
に
つ
い
て
も
、
葦
本
設
計
料
、
用
池
取
得

費
管
を
計
上
し
、
そ
の
設
立
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
下
、
文
化
庁
の
予
算
及
び
事
業
の
概
要
を
、
「
芸
術
文
化
の
振

興
」
、
「
文
化
財
保
塵
の
充
実
」
、
「
国
立
文
化
旭
設
の
整
備
」
に
分
け

て
、
概
説
す
る
こ
と
と
す
る
。

昭
和
五
十
一
l

一
年
度
の
芸
術
文
化
閲
係
の
予
算
は
、
本
庁
及
び
各
附
属

槙
閲
の
入
件
費
を
除
き
、
六
四
億
八
、

0
八
九
万
円
で
あ
り
、
前
年
度

予
算
に
比
し
、
一
―
億
三
、
七
五
四
万
円
の
増
（
ニ
―
・
ニ
党
）
と
な

っ
て
い
る
。

口
こ
ど
も
芸
術
劇
場

六
歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
の
小
・
中
学
校
の
児
童
•
生
徒
を
対
象
に
一
流

方
文
化
の
振
呉
を
図
る
た
め
、
移
動
芸
術
祭
の
公
演
種
巨
の
増
、

畠
片
七
l

/

ま
た
、

文
化
財
の
公
有
化
を
促
進
す
る
ほ
か
、
文
化
財
保
存
施
設
費

称
〉
の
開
館
な
ど
ー

等
を
行
い
、
ま
た
創
作
活
動
等
の
助
成
に
つ
い
て
も
、

に
、
芸
術

祭
主
偏
公
演
の
大
阪
詞
催
、
優
れ
た
霙
台
芸
術
作
品
の
創
作
奨
励
を
行

う
ほ
か
、
民
間
芸
術
閲
係
団
体
の
助
成
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
C

財
等
の
保
護
応
も
留
意
し
r
そ
の
助
成
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

芸
術
家
に
よ
る
優
仇
た
児
章
劇
、
バ
レ
乏
一
等
を
無
料
で
鑑
賞
す
る
欄
会

を
提
供
す
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和

五
十
三
年
度
は
公
漠
費
の
単
価
増
を
図
り
前
年
度
と
同
じ
く
五
種
日
二

八
八
回
の
公
演
を
行
う
経
費
一
億
一
立
、
四
七
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
青
少
年
芸
術
劇
場

一
四
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
の
青
少
年
を
対
象
に
、
一
流
芸
術
家
に
よ

る
優
れ
た
オ
。
、
ラ
、
バ
レ
ニ
、
歌
舞
伎
等
を
無
料
で
鑑
賞
す
る
檄
会
を

提
供
ず
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五

十
三
年
度
は
、
公
演
費
の
単
価
増
を
図
り
、
全
国
で
八
詞
目
計
一
九
二

回
の
公
演
を
行
う
経
費
二
億
九
、
ー
ニ
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
稔
動
芸
術
祭

移
動
芸
術
祭
は
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
昭
和
五

十
三
年
度
は
春
季
に
つ
い
て
従
来
の
歌
舞
伎
、
新
劇
、
交
響
楽
、
オ
ペ

ラ
、
バ
レ
F
-

、
邦
楽
・
邦
舞
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
加
え
た
七
種
目
と

し
、
春
季
一

0
三
公
憤
、
杖
季
九
覆
目
i
七
六
公
演
を
実
施
す
る
経
費

四
億
三
九
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

詞
美
術
展
の
開
催

国
立
美
術
餡
と
公
立
美
術
館
の
協
力
企
画
に
よ
る
巡
回
美
術
展
、
日

晨
院
展
等
の
受
嘗
作
品
の
巡
回
展
及
び
各
県
で
開
催
さ
れ
る
県
歴
か

ら
優
れ
た
作
品
を
選
抜
し
て
展
示
す
る
県
展
廻
抜
展
の
経
費
と
し
て
九

こ
汎
を
主
要
事
項
加
に
み
る
と
、
ま
ず
芸
術
文
化
の
振
興
で
は
、
池

続
き
所
要
の
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
熊
形
文
化
財
、

民
俗
文
化

費
を
含
め
た
総
額
は
三
四

0
億
三
、
九
0
二
万
円
で
あ
る
。
）

保
存
修
理
、

坦
蔵
文
化
財
瓢
査
等
の
詰
詭
策
を
充
実
す
る
た
め
、

弓
き

な
っ
て
い
る
。

（
官
庁
営
繕

吹
に
、

文
化
財
保
護
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

国
宝
重
要
文
化
財
箭
の

重
要
文

,
I
芸

討
睾
保
存
修
理
の
充
実
、

主
信
公
演
の
大
阪
開
催
、

文

化

行

政

の

振

興

の
辰
望

国
立
演
芸
資
料
館
（

鱈
台
芸

ロロ目

山

本

砂f

創
作
奨
励
、

国

宝

編
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①
県
高
校
文
化
祭
等
補
助

従
来
の
都
道
府
県
文
化
活
動
費
補
助
と
高
紋
演
劇
｛
，
音
楽
r

邦
楽
祭

（
高
校
文
化
祭
）
等
を
続
合
し
f
県
高
絞
文
化
祭
等
補
助
と
し
た
。
こ

の
補
助
〈
軍
は
、
地
方
に
誌
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
r

都
道
府
県
が
主
催
す
る
高
狡
生
の
演
劇
、
音
楽
、
美
術
、
邦
楽
等
の
文

化
祭
の
県
太
芸
及
び
全
国
大
会
を
補
助
す
る
も
の
で
高
校
生
の
文
化
活

動
を
助
長
し
、
高
校
生
の
全
入
的
発
達
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

都
道
府
県
の
行
う
音
楽
、
演
劇
、
郷
踊
、
美
術
r

文
芸
等
の
事
業
を
含

め
て
補
助
す
る
こ
と
と
し
、
八
、
六
四
万
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

②
参
加
す
る
文
化
活
励
費
等
補
助

地
域
に
お
け
る
住
民
が
単
に
芸
術
文
化
を
亨
受
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
積
匿
的
に
各
粧
の
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
市
町
村
が
行
う
各
種
の
芸
術
文
化
活
動
行
事
（
文
化
詞
設
の
行
う
自

主
事
業
を
合
む
）
を
箭
助
す
る
経
費
一
億
＝
―
‘
]
]
J
C
)
(
)
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

①
指
導
者
の
派
遣
等

地
方
に
誌
け
る
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
地

方
の
要
請
に
応
じ
て
指
忠
者
を
派
遣
す
る
と
と
も
化
、
地
方
に
お
け
る

目
と
し
て
従
来
の
邦
楽
・
邦
舞
、
交
響
楽
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
＝
、
モ
ダ

ン
グ
ン
ス
、
演
劇
、
大
衆
芸
能
、
民
族
芸
能
・
民
謡
の
八
種
目
に
能
楽

を
加
え
、
九
穂
自
と
し
た
ほ
か
、
新
た
に
大
阪
に
お
い
て
も
芸
術
祭
主

催
公
演
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
r

そ
の
た
め
の
公
薗
費
等
八
、
四
五
一

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
芸
術
各
分
野
に
お
い
て
年
聞
に
優
九
た
業
績
を
あ
げ
た
者
及

び
優
九
た
新
人
を
選
奨
す
る
芸
術
選
奨
に
つ
い
て
は
、
文
部
大
臣
賞
、

文
部
大
臣
新
人
賞
を
授
与
す
る
ほ
か
、
新
た
に
、
従
来
の
芸
術
選
奨
に

加
え
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
作
品
の
創
作
を
促
す
た
め
、
独
創
的
な
優
れ

た
霊
台
芸
術
作
品
を
広
く
募
り
、
優
秀
作
品
に
特
別
賞
金
を
交
付
す
る

た
め
の
経
費
一
、
九
五
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
な
お
新
入
美
術
作

品
買
上
紐
費
と
し
て
二
七
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
芸
術
家
の
研
修

い
芸
術
家
国
内
研
修

我
が
国
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
f
舞

台
美
術
等
の
各
分
野
に
お
け
る
新
進
芸
術
家
を
国
内
の
専
門
研
修
腕
設

で
研
修
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
―
―

10名
に
対
し
、
年
額
四

0
万
円
の
研
修

費
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
一
、
一
四
五
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

5

芸
術
象
在
外
研
修

美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
禎
劇
‘
D
映
国
、
続
台
美
術
，
舞
台
隔
明
等
の

個） 二
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

地
方
芸
術
文
化
活
励
贅
補
助

芸
術
文
化
活
励
の
リ
ー
ダ
ー
等
に
対
す
る
研
修
会
を
開
催
す
る
た
め
の

経
費
九
九
四
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

地
方
文
化
施
設
の
整
備

地
方
芸
術
文
化
推
進
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
呆
た
し
て
い
る

文
化
危
設
（
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
楊
と
も
な
り
、
舞
台
芸
術
鑑
賞
の
穏

と
も
な
る
劇
場
、
音
楽
ホ
ー
J
V
、
美
術
展
示
場
等
の
椒
能
を
も
つ
施
設
）
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
人
ロ
一

0
万
人
以
上
の
都
市
及
び
広
域

市
町
村
圏
の
中
心
都
市
で
文
化
旭
設
未
設
置
の
都
市
か
ら
と
い
う
方
針

で
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
そ
の
建
設
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
文
化
施
設
整
備
賛
捕
助
は
昭
和
五
十
二
年
度
の
一
餌
当
た
り
単
価

七、

0
0
0万
円
を
昭
向
五
十
三
年
度
に
は
七
、
直

0
0万
円
に
増
額

す
る
と
と
も
に
、
施
設
数
も
一
四
館
か
ら
一
六
競
に
増
や
し
、
―
二
億

円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
ゞ
都
道
府
県
域
を
こ
え
た
地
域
に
お
け
る
文
化
拠
瓜
と
な
る
大

規
模
な
文
化
施
設
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
設
置
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
確
助
す
る
特
別
文
化
癒
設
菫
備
費
哺
防
金
は
、

五
十
二
年
崖
に
引
き
続
き
一
施
餃
分
の
二
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

二
創
作
活
動
の
助
成
等

曰
芸
術
祭
及
び
芸
術
選
奨

鈷
年
私
に
冥
旋
し
て
い
る
曰
の
芸
術
祭
に
つ
い
て
は
f
く
そ
の
実
施
糧

各
分
野
か
ら
将
来
性
に
富
む
新
進
の
芸
術
家
を
選
ん
で
海
外
に
派
遣

し
、
専
門
分
野
に
つ
い
て
実
地
に
研
修
さ
せ
、
有
為
な
人
材
の
育
成
に

資
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
二
平
度
か
ら
実
旋
し
て
い
る
。
昭
和
五
十

三
年
度
は
昭
和
五
十
二
年
度
同
槻
研
修
期
間
一
年
の
研
修
員
二
八
名
、

研
修
姻
間
二
年
の
研
修
員
四
名
を
派
造
す
る
た
め
の
経
費
一
億
三
、
九

五
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

口
芸
術
文
化
闘
係
団
体
の
事
業
に
対
す
る
助
成

芸
術
文
化
の
向
上
普
及
の
た
め
従
来
か
ら
、
創
作
活
動
、
地
方
芸
術

文
化
振
興
、
在
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
助
成
、
青
少
年
等
へ
の
芸
術
善
及
、

芸
術
文
化
資
斜
の
整
備
、
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
等
の
事
業
を
活
発
化

し
、
そ
の
促
進
充
実
を
図
る
た
め
、
芸
術
文
化
団
体
が
行
う
こ
れ
ら
の

事
業
に
対
し
て
補
助
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
三
年
度
は
、
五
十
二
年

度
よ
り
一
億
四
七
万
円
増
の
一

0
億
四
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

優
秀
映
画
の
促
進

前
年
度
に
引
き
続
き
、
優
秀
映
画
の
製
作
促
進
の
た
め
の
奨
励
金
一

億
円
（
一
本
『

0
0
0
万
円
、
一

0
本
分
）
及
び
こ
ど
も
向
け
テ
レ
ビ

用
優
秀
映
画
の
製
作
促
進
の
た
め
の
奨
励
金
（
一
本
六

0
0万
円
、
五
本

分
）
の
交
付
を
行
い
、
映
画
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑮

そ

の

俯

口
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育

（四） （六）
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昭
和
五
十
三
年
度
の
国
の
文
化
財
保
護
関
係
予
算
は
、
本
庁
及
び
各

附
属
機
関
の
人
件
費
を
除
き
、
二
三
二
億
二
、
三
一
四
万
円
で
、
前
年

度
当
初
予
算
に
比
し
、
金
額
で
四
一
億
一
四
万
円
、
伸
び
率
で
ニ
ー
・

四
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
の
充
実

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
際
交
流
の
活
発
化
に
伴
い
、
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
を
充

実
発
展
さ
せ
る
必
要
性
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
昭
和
五
十
三
年
度

は
、
こ
の
日
本
語
教
育
推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
開
発
の
促
進
を
図
る

た
め
四
三
七
万
円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
国
立
国
語
研
究
所
の
日
本
語

教
育
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る
た
め
同
研
究
所
の
経
費
に
四
、
六
三
九

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

②
国
語
施
策
の
改
善
等

国
語
審
議
会
に
お
い
て
引
き
続
き
国
語
施
策
の
改
善
の
具
体
策
に
つ

い
て
審
議
す
る
と
と
も
に
、
国
語
施
策
に
つ
い
て
の
意
見
調
査
、
国
語

審
議
会
答
申
の
新
漠
字
表
の
作
成
配
布
及
び
国
語
問
題
研
究
協
議
会
の

開
催
、
教
育
に
お
け
る
国
語
問
題
の
調
査
、
国
語
に
関
す
る
普
及
資
料

の
作
成
・
配
布
、
各
地
方
言
収
集
緊
急
調
査
補
助
事
業
等
を
行
う
た
め

の
経
費
と
し
て
、
三
、
九
六
四
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
新
た
に

国
語
施
策
策
定
事
業
等
の
沿
革
資
料
を
作
成
す
る
た
め
の
経
費
二

0
五

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

③
著
作
権
思
想
の
普
及

著
作
権
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
る
た
め
講
習
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

我
が
国
の
著
作
施
制
度
に
対
す
る
海
外
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、
同
制

度
の
概
要
を
紹
介
す
る
欧
文
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
・
配
布
す
る
等
の

経
費
と
し
て
一
、

0
四
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い
著

計
画
の
第
二
年
次
分
六
億
三
、
三
三
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、

特
別
展
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
画
」
開
催
費
を
含
め
二
億
六
、
三
二
七

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑱
国
立
国
際
美
術
館

特
別
展
「
現
代
世
界
の
デ
ザ
イ
ン
」
開
催
費
を
含
め
、
二
億
四
、

0

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑮
国
立
国
語
研
究
所

昭
和
四
十
九
年
に
新
設
し
た
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
に
日
本
語
教
育

教
材
開
発
室
員
一
名
の
増
員
を
図
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
辞
典
編
集
経

費
を
含
め
二
億
三
一
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

g
日
本
芸
術
院

日
本
芸
術
院
戦
後
三

0
年
特
別
記
念
事
業
と
し
て
日
本
芸
術
院
史
の

刊
行
（
三
か
年
計
画
の
一
年
次
）
を
行
う
経
費
を
含
め
二
億
六
、
六
八
三

国
有
文
化
財
の
保
存
等

国
有
文
化
財
で
あ
る
北
海
道
大
学
農
学
部
第
二
農
場
、
旧
帝
国
京
都

博
物
館
、
旧
緒
方
洪
庵
住
宅
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
等
の
保
存
修
理
を
実

施
し
、
ま
た
、
東
福
寺
三
門
、
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像
、
釜
尾
古
墳
等

の
模
写
模
造
を
行
う
た
め
の
経
費
等
、
四
億
三
、
七
一
四
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

二
有
形
文
化
財
保
存
等
の
補
助

⇔

建

造

物

重
要
文
化
財
建
造
物
の
修
理
事
業
と
し
て
東
大
寺
金
堂
、
神
部
浅
間

神
社
、
日
光
二
社
一
寺
等
の
修
理
に
要
す
る
補
助
金
二
六
億
六
、
四
九

0
万
円
、
ま
た
、
防
災
事
業
等
と
し
て
、
警
報
設
備
・
消
火
設
備
・
避

雷
設
備
の
設
置
（
一
般
防
災
）
、
法
隆
寺
総
合
防
災
設
備
の
整
備
（
特
殊

防
災
）
を
行
う
と
と
も
に
、
火
除
地
の
設
定
等
の
環
境
保
全
事
業
、
民

家
保
存
管
理
施
設
の
設
置
に
要
す
る
補
助
金
四
億
九
、
八
一

0
万
円
を

計
上
し
て
い
る
、
こ
の
ほ
か
、
旧
ト
ー
マ
ス
邸
（
神
戸
市
）
の
買
上

げ
、
民
家
及
び
近
世
社
寺
建
築
の
緊
急
調
査
に
要
す
る
補
助
金
と
し
て

六
、
四
二
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
美
術
工
芸
品

重
要
文
化
財
美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
も
、
建
造
物
の
場
合
と
同
様
、

修
理
事
業
及
び
防
災
事
業
等
を
行
う
こ
と
と
し
、
修
理
事
業
に
要
す
る

ト
'
'
-
i
l
,
-
,
9
,
'

遍一

作
権
問
題
に
関
し
、
具
体
的
な
解
決
方
策
を
求
め
る
た
め
の
研
究
協
議

会
を
開
催
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
一
四
四
万
円
を
新
た
に
計
上
し
て

い
る
。④
宗
務
行
政
の
充
実

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
諸
外
国
の
宗
教
事
情
調
査
を

引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
宗
教
法
人
の
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
自
主
的
な
研
究
協
議
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
今
後
の
宗
教
法
人
の

運
営
や
、
宗
務
行
政
の
参
考
に
供
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
四
三
二
万

円
を
新
た
に
計
上
し
て
い
る
。

三
国
立
美
術
館
等
整
備
運
営

東
京
国
立
近
代
美
術
館

収
蔵
庫
新
営
工
事
の
た
め
、
二
年
計
画
の
第
一
年
次
工
事
費
と
し

て
、
一
億
二
、
四
七
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
特
別
展
「
世
界

現
代
工
芸
展
」
「
色
絵
磁
器
展
」
開
催
経
費
等
を
含
め
三
億
三
、
八
二

一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
京
都
国
立
近
代
美
術
館

特
別
展
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ポ
ス
タ
ー
芸
術
ー
そ
の
源
流
か
ら
現
代
ま

で
ー
」
開
催
費
を
含
め
一
億
四
、
九

0
四
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
国
立
西
洋
美
術
館

国
立
西
洋
美
術
館
新
営
の
た
め
の
官
庁
営
繕
費
に
よ
る
建
設
費
―
―
一
年

(-) 
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0
0
0万
円

、

し

て

消

火

設

棚

笥

の

一

般
防
災
殷
備
の
設
置
及
び
保
存
庫
等
の
保
存
旋
設
の
設
置
に
要
す
る
補

助
金
一
偉
て

0
一
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
古
文
書

及
び
屈
史
資
料
の
閏
査
に
要
す
る
補
切
金
二
、
五
八
一
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

国

記

念

物

史
鮪
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
は
、
史
跡
等
に
指
定
さ
れ
た
郁
城

跡
、
旧
宅
等
の
修
迎
、
保
存
管
理
。
普
及
の
た
め
の
保
設
囲
桐
、
説
明

板
等
の
設
置
に
要
す
る
補
助
金
六
億
八
、
八
八
二
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。
こ
の
中
に
は
、
古
来
、
入
や
文
物
の
交
流
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た

古
い
道
や
水
路
を
、
そ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
さ
訊
た
文
化
遺
産
や
周
囲

の
褒
境
も
含
め
て
総
合
的
。
集
約
的
に
保
存
整
備
を
図
る
裏
業
を
新
規

応
行
っ
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
要
す
る
補
助
金
一
億
円
が
含
ま
九
て
い

る
。
ま
た
、
絶
滅
の
危
絨
に
瀕
し
て
い
る
ト
キ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
等
の
天

然
記
念
物
の
給
餌
、
入
エ
増
殖
恙
の
事
業
に
菱
す
る
袖
助
金
｝
竺
七
四

七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
史
跡
等
の
保
存
管
坦
計
国
を
策
定
す

る
事
業
に
要
す
る
菊
助
金
、
天
然
記
念
物
緊
皇
に
要
す
る
補
助
岳

等
二
、
二
七
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

伺
狸
蔵
文
化
吋

近
年
に
る
開
発
事
業
の
急
激
な
進
展
は
、

三、

0
0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

(-) 

三
無
形
文
化
財

無
形
文
化
財
等
の
助
成

人
形
浄
瑠
着
、

文
楽
、
記
楽
、

の
保
存
と
活
用
を
図
る
た
め
、

等
に
対
す
る
補
助
金
一

る
。
ま
た
、

友
禅
、

蒔
絵
等
の
霊
要
熊
形
文
化
財

伝
承
者
の
贄
成
事
業
と
し
て
文
楽
協
会

一
、
〇
八
二
万
円
、

坦
蔵
文
化
財
の
保
襲

公
開
事
業
と
し
て
日
本

伝
統
工
芸
展
等
の
公
開
に
要
ず
る
補
助
金
四
五
六
万
円
を
計
上
し
て
い

重
要
無
彦
文
化
財
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）

て
、
技
の
維
持
向
上
と
伝
承
者
の
養
成
に
資
す
る
た
め
f
．
重
要
無
形
文

化
財
保
存
特
別
助
成
金
一
億
五

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

か
、
特
殊
法
人
国
立
劇
場
に
対
し
て
、
伝
統
芸
能
の
屎
存
振
翼
の
た

め
、
そ
の
公
開
、
伝
承
者
養
成
事
業
等
に
要
す
る
経
贅
と
し
て
、
昭
和

五
十
四
年
二
月
開
館
の
運
び
と
な
る
演
芸
資
料
館
運
営
費
を
合
め
、

八
億
二
、

（：：：：） 

八
七
七
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
応
。

民
俗
文
化
財

秩
父
祭
屋
台
、

円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
閏
査
事
業
と
し
て
、

を
行
う
各
地
方
言
収
集
緊
急
詞
査
等
に
要
す
る
補
助
金
四
、

に
対
し

こ
の
ほ

農
村
歌
舞
伎
舞
台
等
の
霊
要
有
幣
民
俗
文
化
財
の
保

存
に
つ
い
て
は
r

修
理
。
防
災
事
業
に
要
す
る
補
助
金
三
、
二
五
四
万

ア
イ
ヌ
民
俗
文
化

財
の
特
別
調
査
や
、
全
国
各
泣
の
方
言
を
調
査
し
、
こ
の
記
録
。
保
存

六
七
一
万

四
金
を
計
上
し
て
い
る
。

し
、
七
団
体
か
ら
九
団
体
に
増
や
し
、
総
額
五
、

七
四
一
万
円
の
補
助

に
賃
大
な
影
響
を
亙
ぼ
し
て
い
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
処
す
る

た
め
、
痙
蔵
文
化
財
包
蔵
池
に
お
け
る
土
木
工
事
等
に
先
立
っ
て
行
う

発
拠
闘
査
に
要
す
る
補
助
金
―
一
億

‘
1
0
0
0万
円
の
ほ
か
、
特
に

大
規
模
な
開
発
が
予
讐
瓦
れ
る
池
域
に
所
在
す
る
遺
跡
に
つ
い
て
の
群

細
な
分
布
閏
査
や
、
言
要
遺
跡
に
つ
い
て
そ
の
範
囲
と
性
格
等
を
究
明

す
る
た
め
の
重
要
遺
跡
硫
認
緊
急
胴
査
に
要
す
る
荷
助
金
八
、
一
四
五

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
霊
要
遺
跡
応
つ
い
て
そ
の
周
知
薇
底

と
保
存
対
策
樹
立
の
た
め
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
事
業
に
要
す
る
楢
助

金
と
し
て
二
、

0
0
0万
円
を
、
さ
ら
に
、
新
規
に
、
癸
掘
闘
査
に
よ

っ
て
筏
出
さ
れ
た
木
製
遺
物
、
金
属
製
遺
物
等
忙
つ
い
て
保
存
処
理
を

行
い
、
永
久
保
存
を
図
る
た
め
の
埋
蔵
文
化
財
出
土
選
物
保
存
処
瑳
事

業
に
要
す
る
補
助
金
と
し
て
二
五

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
伝
統
的
建
造
物
群

賃
要
伝
統
的
讐
専
物
群
保
存
地
区
忙
つ
い
て
、
市
町
村
が
行
う
修
涯

事
業
、
防
災
事
業
、
鯛
査
等
に
要
す
る
補
助
金
と
し
て
一
億
二
、
五

0

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

管
理
賛
等

各
都
遣
府
県
に
置
か
仇
て
い
る
文
化
財
保
護
指
専
委
員
等
が
県
内
の

指
定
文
化
財
記
つ
い
て
随
時
巡
覧
を
行
い
、

所
有
者
等
の
関
係
者
に
対

し
指
導
]
恥
言
を
す
る
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
に
要
す
る
袖
勘
金
等

円
を
計
上
し
て
い
る
。

こ

う

わ

か

ま

い

み

ぶ

次
に
、
幸
若
舞
（
襟
岡
県
）
、
壬
生
狂
言
（
京
都
府
）
、

等
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
応
つ
い
て
は
、

花
祭
（
愛
知
県
）

伝
承
者
養
成
事
業

と
し
て
五
三
の
保
存
団
体
に
対
す
る
補
助
笠
五
、
三

0
0万
円
及
び
民

俗
芸
詑
大
会
等
の
公
開
事
業
に
対
す
る
補
助
金
等
一
、

一
、
ま
、
、

し

新
た
に
、

お
け
る
誕
生
、

助
金
l

、

国

ァ
イ
ヌ
民
俗
文
化
財
の
映
画
製
作
、

一
七
六
万
円
の

入
間
の
一
生
に

結
婚
等
の
透
過
儀
礼
の
映
像
記
録
作
成
等
に
必
要
な
哺

五
六

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

文
化
財
保
存
技
術

文
化
財
の
保
存
の
た
め

技
能
で
あ
る
建
造
物
修
理
技
術
、

技
術
等
の
文
化
財
保
存
技
術
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
伝
承
者
の
養
成
、

技
術
。
技
能
の
錬
磨
及
び
記
録
作
成
に

の
保
持
者
を
ニ
一
人
か
ら
二
四
人
に
増
や
し
、

浮
世
絵
木
版
固
技
術
及
び
阿
波
藍
製
造
技
術
を
新
た
に
補
助
の

文
化
財
等
の
公
有
化
促
進

重
要
文
化
財
等
買
上
げ

こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
・

彫
刻
・
エ
芸
品
修
坦
技
術
、

ま
た
、

星
根
葺

た
め
、
選
定
保
存
技
術

保
存
団
体
は
、

国
民
共
通
の
選
産
と
し
て
価
信
の
高
い
国
宝
。
置
要
文
化
財
等
で
、
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醗
代
芸
術
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
設
立
準
備

史
跡
等
買
上
げ
補
助

開
発
事
業
等
に
よ
る
破
壊
か
ら
史
跡
等
を
恒
久
的
に
保
存
す
る
た

め
、
地
方
公
共
閲
体
が
行
う
公
有
化
に
要
す
る
経
費
と
し
て
前
年
度
に

比
し
六
億
互

0
0
0万
円
増
の
六
i
億
五
、

0
0
0万
円
の
補
助
金

を
計
上
し
、
公
有
化
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
C

五
文
化
財
保
存
施
設
整
備
賛
補
助

重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
等
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
伴

襲
し
r

盗
雛
、
虫
e

カ
ビ
等
の
害
か
ら
守
る
た
め
、
収
蔵
摩
等
の
保
存
厖

殷
の
設
置
に
要
す
る
捕
助
金
一
億
四
、
七
三
九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
c

ま
た
、
池
域
社
会
の
民
俗
文
化
財
等
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
保
存
活

用
を
図
る
た
め
の
施
設
と
し
て
歴
史
民
俗
資
料
館
の
廻
設
を
拮
進
す
る

落
語
、
講
談
、
浪
曲
、

設
立
す
る
こ
と
と
し
、

漫
才
等
の
伝
統
的
な
大
衆
芸
能
の
資
賢
の
保

存
活
用
、
技
芸
の
継
承
を
図
る
た
め
、

費
を
計
上
し
て
き
て
お
り
、

国
立
滸
芸
資
料
館
（
仮
称
）
を

晒
和
四
十
九
年
度
か
ら
設
立
準
備
に
必
要
な
経

昭
和
五
十
一
年
度
に
は
東
京
都
千
代
田
区

の
国
立
劇
場
の
隣
接
池
に
建
設
用
地
を
購
入
、

実
癒
設
計
の
策
定
を
行
い
、
建
設
工
事
に
辛
加
手
し
て
い
る
が
、

十
三
年
度
中
に
は
開
銅
の
選
び
と
す
る
た
め
j
．
工
事
費
、
遮
営
費
等
一

0
億
九
七
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

二

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
伽
称
）
の
建
設
推
進

国
立
歴
史
民
俗
博
物
餡
（
仮
称
）
は
、

資
料
及
び
民
俗
文
化
財
を
収
集
・
保
管
・
展
示
す
る
と
と
も
に
f
｀
情
報

サ
ー
ビ
ス
汲
び
敦
育
普
及
活
動
を
行
い
、

界
の
入
々
が
我
が
国
の
厄
史
と
民
俗
に
親
し
み
、

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
す
る
も
の
で
、

佐
倉
市
の
佐
倉
城
跡
で
あ
る
。

続
き
建
設
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

0
二
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

等
の
経
費
一
一
億
三
、

（三）

昭
和
五
十
二
年
度
に
は

巧
和
五

我
が
国
の
考
古
資
料
、
歴
史

も
っ
て
国
民
は
じ
め
広
く
世

そ
の
知
織
と
碑
解
を

建
設
場
所
は
千
葉
県

昭
和
五
十
三
年
度
ほ
前
年
度
に
引
き

施
設
整
備
費
二
三
億
九
、
四

ま
た
博
物
館
資
料
買
上
げ
、
資
料
製
作

一
五
i
-
]
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

十
六
年
度
か
ら
調
査
費
を
計
上
し
、

国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
が
発
足
し
、

犀
設
等
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
の
慎
霊
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
、
昭
和
宜
十
三
年
度
に
お
い
て
は
、
協
議
会
に
お
い
て
、

具
体
的
な
闘
査
検
討
を
行
う
ほ
か
、
基
本
設
計
の
違
備
等
を
行
う
こ
と

と
し
て
、
一
『
―
―

-
0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

四

昭
和
五
十
二
年
度
は
、

国
立
能
楽
堂
（
仮
称
）
及
び
国
立
交
楽
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

国
立
詣
楽
営
（
仮
称
）
仁
つ
い
て
は
、

る
こ
と
と
し
、

計
を
行
う
た
め
の
経
費
と
し
て
二
億
二
、
三
四

0
万
円
を
計
上
し
て
い

る。
ま
た
、

昭
和
五
十
三
年
度
は
そ
の
建
設
用
池
講
入
及
び
基
本
設

国
立
文
楽
劇
場
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
7

を
行
う
た
め
の
経
費
と
し
て
一
、

う
た
め
、
新
た
に
一
、

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
に
は
第
二

そ
の
目
的
、

性
格
、

事
業
、

施
設
計
画
の
策
定
等
を
行

い
っ
そ
う

墨
呈
通
産
局
跡
池
に
設
立
す

葦
本
設
計
準
備
等

一
五
二
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
立
交
化
施
設
整
備
調
査
研
究

王美
術
に
貰
す
る
国
立
の
文
化
旋
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
麓
設
の
種

類
、
規
模
、
配
置
等
の
あ
り
方
を
全
国
的
な
見
地
か
ら
開
査
研
究
を
行

五
八
二
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

（
文
化
庁
長
官
宣
房
会
計
課
長
）
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:

1

で
ご
．
芯
t
',9匂：
i
t
'
亙
裏
ふ
惰
心
、
巧
奇
唸
窮
J
沿
ゑ
＂
松

4
造
迄
賤
噂
湊
疫
菜
袋
匁
即
蹴
召
沼
壱
ぱ
棗
y
1氾
迫
怜
滋
望
邁
祖
も
逍
喝
澄
：

国
に
お
い
て
俣
存
活
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
買
上
げ
る
経
贅
と

し
て
一
六
億
七
、
五

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
平
城
汲
び
齋
鳥
。
藤
原
宮
跡
等
の
買
上
げ

平
域
宮
跡
や
隈
烏
。
藤
原
池
域
は
、
我
が
国
の
歴
史
上
そ
の
意
義
が

特
に
璽
要
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
保
存
の
た
め
毎
年
重
点
的
に
予

算
を
計
上
し
て
き
て
い
る
。
平
城
宮
跡
に
つ
い
て
は
、
東
院
跡
地
等
の

買
上
げ
に
要
す
る
繹
費
三
億
三
、
九
四
八
万
円
、
ま
た
、
蒐
鳥
上
藤
原

地
区
に
つ
い
て
は
、
飛
烏
•
藤
原
宮
跡
等
の
買
上
げ
に
要
す
る
経
費
五

億
六
、

0
0〇
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
立
演
芸
資
料
館
（
仮
称
三
開
館

国
立
文
化
施
設
の
整
備

こ
と
と
し
、
県
立
二
疇
市
町
村
立
は
、
対
前
年
度
一

0
誼
増
の
四
五

館
分
の
建
設
に
要
す
る
純
助
金
二
億
頁
五

0
0
万
円
を
計
上
し
て
い

る
ほ
か
、
埋
蔵
文
化
財
出
土
品
等
の
研
究
・
収
蔵
の
機
能
を
有
す
る
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
四
館
の
建
設
に
要
す
る
補
助
金
一
億
三
、

0

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

六
国
立
博
物
館
等
整
備
運
営

稟
京
・
京
都
・
奈
良
の
国
立
博
物
誼
の
遼
営
費
に
っ
い
て
は
、
隈
列

品
鳴
入
費
と
し
て
、
三
億
五
、
五
三

0
万
円
、
奈
良
国
立
博
物
館
の

「
日
本
仏
数
美
術
の
瀕
流
」
な
ど
特
別
展
開
催
の
た
め
の
経
費
と
し
て

一
億
八
、
三
五

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
東
京
国
立
文

化
財
研
究
所
に
招
へ
い
研
究
員
制
度
を
設
け
、
こ
の
経
費
と
し
て
二
九

九
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
京
都
国
立
博
物
館
応
文
化
財
修
理

所
を
新
営
す
る
こ
と
と
し
r

二
年
計
酉
の
第
一
年
次
分
と
し
て
一
億

八
、
二
九
九
万
円
を
新
麗
に
計
上
し
て
い
る
ほ
か
f
奈
良
固
立
文
化
財

研
究
所
の
庁
舎
統
合
移
転
経
費
六
億
一
〇
万
円
等
総
笥
一
一
億
二
、
四

三
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
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I

I

次

次

ー

ー

'

_

〔
特
集
。
生
涯
教
育
〕

＊
誌
上
構
成
＊

生
涯
教
育
に
つ
い
て
の
私
の
意
見

「

生

涯

教

育

に

つ

い

て

の

私

の

意

芦

瞑

ん

て

詫

岡

和

房

(

)

'

|

1

 

生

涯

教

育

の

理

念

森

降

夫

生

涯

教

育

と

学

絞

山

本

恒

天

八
解
説
＞

生

涯

教

育

に

関

す

る

文

献

石

坂

和

夫

生

涯

敦

育

関

追

琵

闘

査

，

森

正

鷹

八
資
料

V

-

生

涯

敦

育

に

関

す

る

答

申

。

報

告

大

臣

官

房

企

画

室

八
現
地
ル
ポ
＞

款

田

県

に

お

け

る

生

涯

教

育

事

業

今

野

雅

裕

,
'
/
V
;
9
'
:
‘
v
,

t
,
t

1
'
,
`
,
1

し
~
し
、

r
‘
/
‘
,
\
/
1
'

く
、

V
!
`

八
対
談
＞

こ

れ

か

ら

の

教

育

坂

本

二

郎

。

木

田

宏

号
。
目

◇
例
年
、
新
年
度
第
一
号
の
四
月
号
で
は
P

「
文
敦
行
政
の
展
望
」
特
集
で
、
文
敦
予
算

の
紹
介
を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

一
般
の
読
者
の
皆
さ
ん
に
興
味
深
く
読
ん
で

い
た
た
け
る
よ
う
に
少
し
為
も
む
き
を
か
え

て
み
ま
し
た
。

◇
例
え
ば
、
文
教
行
政
の
担
当
者
で
は
な
い

方
の
目
か
ら
、
こ
と
し
の
文
教
予
算
が
ど
う

見
免
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
経

済
新
聞
論
説
委
員
の
黒
羽
氏
に
書
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
文
郎
省
側
の
解
説
も
予
算
事
項
の

列
挙
に
と
ど
ま
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
施
策
の

蜀
向
を
わ
か
り
や
す
く
＼
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◇
活
字
も
金
体
に
大
き
く
し
て
み
ま
し
た
。

い
く
＼
ら
か
て
も
読
祭
や
す
く
な
っ
た
で
し
ょ

、。

Aっ
カ
◇
今
月
吾
か
ら
P

文
化
財
の
写
真
と
解
説
を

入
れ
、
自
次
を
一
一
ペ
ー
ジ
た
て
組
に
、
ま
た

表
紙
3
の
絵
を
カ
ラ
ー
に
し
ま
し
た
。

◇
来
月
号
か
ら
新
し
い
連
賊
「
堂
界
の
民
族
」

が
始
ま
り
ま
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。
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